
社会人を対象としたリカレント教育

「SCMプロフェッショナル人材教育プログラム」

開講のご案内

2026年以降の受講対象者層に対応した複数プログラムの構築

定員・受講料・開催形式

SCM（サプライチェーンマネジメント）について、
調達、生産、販売、さらにロジスティクス全体を体系的に学習することにより、
SC（サプライチェーン）全体を俯瞰できるプロフェッショナル人材を育成。

リカレント教育センター  事務室 　
電話 ： 047-709-1896　メール ： recurrent@rku.ac.jp連絡先

特徴的なプログラム

2025年度から実施するSCMプロフェッショナル人材育成プログラムのほかに、2026年度以降、「SCM基礎講座」や「SCM基礎講座オン
デマンド」等のプログラムを計画予定。

定 員 ： 約20名
受 講 料 ： 600,000円／1名（税込）
開催形式 ： 対面が基本（東京都心部の会議室を予定）、一部オンラインで受講可能、外部見学会

文部科学省「リカレント教育エコシステム構築支援事業」採択
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ケースメソッドには決まった答え（解決策）はなく、ここで導き出した解決策をベースに討議などを実施。

実際の出来事が書かれた「ケース」を討議する形式で行う。
ケースにより導き出せる課題に対応した設問に対して、個人もしくはグループが当事者としてどの課題解決策を意思決定し、ほかの受講
者と討議の上で最終的な意思決定の方向性を模索する。本講座で得た知見やアプローチ方法などを駆使して課題解決の方向性を導き出
すことを訓練する。

ケース

他のメンバー

討議

ケースメソッド

課題解決の模索課題解決の模索 課題解決策の提案

❹ 他者の意見を参考に
解決策を固める

❸ 課題解決策の仮説を導き出す

アプローチ方法アプローチ方法知見知見

❶ スクーリングで得た知識など

課題の提示

❷ 知識をベースに課題解決策を検討する

SCMを効率的に最適化するには、より正確な需要の予測、安定しかつ低コストな調達先の確保、適切な在庫管理、効率的な輸配送など
の複合的な改善が重要であり、そのためには各工程で生ずるデータを集約し、データ分析をおこない有益な知見を得る必要がある。集
約されたデータから有益な知見や情報を得るための手法としてデータサイエンスがあり、1.データの収集と整形、2.統計解析やAIによる
データ分析、3.特徴の可視化、4.有益な知見の獲得の手順で行われる。この講義ではSCMの需要予測に焦点を当て、POSデータを使
い、データ分析（講義形式）、特徴の可視化（実習形式）、そして知見の獲得（ディスカッション形式）を行う。この講義を通してDXを進
めるうえでの、データの重要性・有用性を再確認する。
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SCM工程

発生するデータ

準備

・POSデータの用意
・POSデータの分析

講義内容

データの収集

講義

・データについて
・分析方法の解説

・購入履歴
・経済指数
・トレンドデータ
・POSデータ

・取引記録
・原材料価格変動
・発注履歴

・在庫量
・入出庫データ
・リードタイム
・管理コスト

・在庫量
・入出庫データ
・リードタイム
・管理コスト

…

データ分析

実習

・BIツールの利用
・グラフによる視覚化

データの可視化

ディスカッション

・有益な知見
・需要予測など

知見の獲得

需要予測 調達管理 在庫管理 物流配送 …

座学と企業事例、企業見学、ケースメソッド、
SCM関連データを用いたデータサイエンスプログラムなど、

実習を組み合わせた実践的なプログラム



プログラムの構成と時間割案 各講義のテーマ案

注）各講義は現時点の案であり、講義日程や内容は、講師との調整・派遣元企業の
　　要望などにより変更する可能性があります。
　　基幹授業の順番、選択授業の選択できる科目のペアは現在調整中です。

注）各講義は現時点の案であり、講義日程や内容は、講師との調整・派遣元企業の
　　要望などにより変更する可能性があります。
　　基幹授業の順番、選択授業の選択できる科目のペアは現在調整中です。

プログラム実施日程（案）15日間（45コマ、1コマ90分）基本は対面
業界団体、企業との連携

日本を代表する物流・流通系業界団体、研究機関と連携

講師 : 本学を中心とした研究者及び実務家

対象受講生 : 
メーカー、卸売、小売、物流事業者、3PLなど物流関連業種を中心に、情報サービス、
金融系等広範な業種のSCM部門の管理職層

プログラム修了者には、修了証とデジタルバッジを発行

社会人を対象としたリカレント教育「SCMプロフェッショナル人材教育プログラム」

ロジスティクス概況
サプライチェーンとSCM
サプライチェーン管理
サプライチェーンとデカップリングポイント
需給計画
サプライチェーンと管理会計
物流ネットワーク
輸配送管理
在庫管理
調達管理
物流コスト
販売管理
SC Game
標準化
物流コスト分析
リスクマネジメント
情報標準化・可視化
情報システム・新技術
共同化
HACCPとGMP
データサイエンスⅠ BIツールによるデータの可視化
データサイエンスⅡ POSデータの特徴
データサイエンスⅢ POSデータの分析
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流通経済大学 リカレント教育センター

本プログラムが目指す「SCMプロフェッショナル人材」

プログラムの全体構成 ～座学と実習・実践を組み合わせたプログラム～

本プログラムでは、自社範囲の物資、商品の
管理だけでなく、自社に関係する製配販の垂
直の流れ、さらには同業他社との連携など広
範囲に展開するサプライチェーン全体を俯
瞰、管理するために必要な知識と考え方を持
つ「SCMプロフェッショナル人材」を育成。

本学関係者による論理の側面と企業関係者に
よる実務の側面をベースにしたスクーリング。
スクーリングで得た知見を踏まえて、SCに関
するマネジメントを今後行うための訓練も含
んだ教育で構成。

SCMに関する知見、関連するロジスティクスの基礎・データサイエンスの基礎など知識の向上だけでなく、サプライチェーン全体を
俯瞰してマネジメントできる人材を育成。

　
全体を「第1期・第2期・第3期」とし、「基幹講義」「選択講義」「実践研修」で構成。

　
第1期・第2期では、SCMを論理的に学習すると同時に、標準化・共通化などを実現するうえで必要となる考え方や手法の学習を実施。
● SCMとは・DCMとは／標準化・共通化とは／俯瞰・ラテラルシンキング・ベネフィット　等

　
基幹講義では、データサイエンスを基礎から学び、SCM運営に数値利用する学習を実施。

　
選択講義は不足している知識に関して網羅的な見地からの学習を実施（広く物流・ロジスティクス・考え方・情報整理を学習）。

　
第2期・第3期では、ケースメソッドや企業事例、実際の物流現場の見学会等による学習を実施。
● ケースメソッド（実際の企業事例について本講座にて学習した内容をベースとしてロジスティクス・マネジメントの演習を実施）。
● 実務家による企業事例報告（実務研修) 
● ゲーム理論の体現による判断力の向上を図る学習も併せて実施。
● 実際の現場を見学する現場見学会を実施。見学会は2か所の訪問を予定。

情報サービス業、金融機関 等

物流事業者、3PL

サプライチェーン

情報、金の流れ

物資、商品の流れ

ロジスティクス ロジスティクス ロジスティクス ロジスティクス

サプライヤー メーカー 卸売 小売 消費者

物流業務 物流業務 物流業務 物流業務

SCMプロフェッショナル人材の育成、輩出
日本のサプライチェーンの高度化

評価、検証

連携
プログラムの高度化

流通経済大学

企 業
派遣元企業

流通・物流系研究機関
流通経済研究所
NX総合研究所

物流系業界団体
日本ロジスティクスシステム協会

日本物流団体連合会

派遣元企業

受講者
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